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［はじめに］ 

近年、金属配線では伝送遅延や消費電力の増大

によってプロセッサの処理能力が制限されつつある

中、光電融合 LSIの研究が盛んに行われている[1]。

本研究では、磁気光学材料フォトニック結晶共振器

を用いて、光スイッチを実現する。この光スイッチは

電流駆動させることができ、低電圧動作（100mV 以

下）、不揮発性といった特徴が期待される[2]。 

［実験］ 

図 1 に今回作製する光スイッチの構造を示す。Si

フォトニック結晶上に Bi3Fe5O12を成膜することで、波

長程度染み出した光がクラッドのBi3Fe5O12膜の影響

を受ける。Bi3Fe5O12 は磁場を印加すると屈折率が変

化、Si フォトニック結晶共振器の共振波長がシフトし、

光変調が可能である。ただし、Bi3Fe5O12 膜は光の吸

収が大きい(~10dB/mm)ので Si フォトニック結晶部分

以外では影響を受けなくするために SiO2膜で覆う。 

［結果・考察・まとめ］ 

以前、本研究室では Si フォトニック結晶共振器を

作製し、共振を確認した[3]。その結果を図 2 に示す。

また、本研究では有機金属分解法を用いて作製した

Bi3Fe5O12 膜で磁気カー効果を確認した。その結果

を図 3 に示す。光の変調率は 8.4%で、他研究[4]で

は 1.8%であるので良質な膜だと考えられる。光スイッ

チの特性等の詳細は当日報告する。 
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図 2．Siフォトニック結晶共振器の測定結果 

図 1．光スイッチの構造 

図 3．磁気カー効果による光変調 
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